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市区町村名 岡山県倉敷市 

担当部署 消防局消防総務課 

電話番号 086-426-1191 

所属メール fire119@city.kurashiki.okayama.jp 

 

１ 取組事例名 

ＳＮＳを活用した火災予防活動 

 

２ 取組期間 

令和元年度１１月１日～（継続中） 

 

３ 取組概要 

・パソコンでもスマホでも遊べる「オリジナル脱出ゲーム」を制作し、楽しみながら火災予防について学ん

でもらう。 

・防火絵本を作成して、正しい火の使い方を、大人と子供が一緒に話し合ってもらう。（倉敷市消防局公式

YouTubeチャンネルで絵本の読み聞かせ動画を配信） 

・地元警察と連携し「防火防犯ラップ」動画を作成後、デジタルサイネージを活用する。 

・公式ＳＮＳを活用して「消防を身近に感じてもらえるよう」継続投稿する。 

 

４ 背景・目的 

コロナ禍により、出前講座等、地域に出向いての防火対策が制限される中、特に若い世代の方に防災意識

の向上を図るため、絵本・ゲーム・ラップ・ＳＮＳとそれぞれの世代で楽しみながら学べるコンテンツを用

意した。 

 

５ 取組の具体的内容 

〇脱出ゲーム『マンション火災から避難せよ！』について 

 令和４年度初頭、新型コロナウィルスの影響により市民を対象と 

した対面での各種訓練指導や広報活動を含めた多くの消防業務が停 

滞していた。状況を打開すべく、小学生以上を対象に脱出ゲームと 

いうコンテンツを利用し、能動的に学習できる環境を整備した。取 

組は、当消防局 HP上の特設ページに公開、広報誌や SNS等での広 

報に加えプレスリリース配信、二次元コード入りのポケットティッシュを作成し配布した。さらに市内小学

校でゲーム体験授業を行った。 

〇防火絵本「さみしがりやのぴっぴ」について 

「脱出ゲーム」が非常に好評であった理由として、防火について、「目で見て学び、考え、実行する」と

いうスキームが、特に子どもたちの理解や記憶に直結したのではと考えた。そこで、防火広報をより浸透さ
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せる    

ために、電子端末での操作が困難な未就学児にも馴染みのある「絵本」を

題材とし、オリジナル防火絵本「さみしがりやのぴっぴ」を作成した。取

組は、市内図書館、児童館に依頼し、誰でも貸出ができるようになった。

また、保育園の園児や図書館の来館者に対して、消防職員による読み聞か

せを行い、消防局公式ユーチューブに読み聞かせ動画を配信した。 

 

 

 

〇警察と連携「防火防犯ラップ」について 

 脱出ゲームは小中高生、絵本は園児、そしてラップは若者 

を対象とした。地元警察と連携しラップという一見不釣り合 

いに見える組み合わせで注目を集める作戦だ。取組は、「安心 

・安全・治安安泰」を共通用語としてラップ動画を作成し、デ 

ジタルサイネージ、公式ユーチューブ配信、駅前で呼びかけ広 

報を行った。 

〇ＳＮＳの投稿 

 定期的に配信することで、フォロワー数の獲得を狙った。また、常に市民が知りたい情報を意識した投稿

を行っている。SNS投稿委託をしていないため、職員全員が安心して広報活動できるように作業部会を定期

的に開催している。 

 

６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

・オリジナル脱出ゲームは、ゲームを進めるうちに、消火器の使い方や１１９番通報、避難方法等、楽しみ

ながら火災予防について多くのことが学べるように工夫した。また、ゲームクリア後に習熟度を高めるため

のリトライを促す効果を期待し、行動評価点数（階級）発表システムを組み込んだ。 

・防火絵本は、火は怖いものと教えるのではなく、生活に必要な火は目を離してしまうと火事になることが

あるということを子供達にも親しみを持って学んでもらえるように構成した。また、ユーチューブの動画配

信では、より親しみをもってもらえるように職員の子供（当時小学５年生）の声で収録した。 

・防火防犯ラップは、趣味でラップが得意な職員に依頼し、警察とラップで広報するという話題性を狙っ

た。撮影は倉敷美観地区で行い、風景にも拘った。 

・ＳＮＳの投稿については、様々な立場の人に届くよう、子供向けシリーズや、専門職へ対する火災の危険

性、リクルートとして消防局で働きたい人用の動画等、投稿種類の幅を広げている。また、消防をより身近

に感じてもらうため、ＬＩＮＥ用スタンプの消防局公式キャラクターを活用している。 
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７ 取組の効果・費用 

・脱出ゲーム公開後１か月のアクセス数は、約 4,000件であり、現在も順調に伸びている。月あたりの受講

者数を単純比較するとコロナ禍の約２倍、自粛期間中の約１０倍となった。 

・脱出ゲーム、防火絵本、ラップ動画の構成・キャラクター・編集等は全て職員が作ったものなので、費用

は０円で制作できた。 

・取組効果としては、ＳＮＳフォロワーは合計１４,０００超えを達成し、市民の方からも「ＳＮＳ見てま

す。」といった声掛けをもらっている。 

・令和５年度採用試験の受験者から「ＳＮＳで雰囲気の良さが伝わり、倉敷市消防局を受験しました。」と

いった声掛けをもらっている。 

・令和４年度中の火災１２２件に対し令和５年度中の１１０件と減少した。 

 

８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

・脱出ゲーム、防火絵本、防火防犯ラップどれも職員一人の思いでは成し遂げられない。構想があっても職

員の協力、上司の理解が得られなければ進むことができない。課員を巻き込むため、通常業務を疎かにしな

いこと。日ごろから「脱出ゲーム作って、遊びながら学んでもらうことができたらいいな。」みたいに自分

の夢、目標を話しているうちに、職員も自然と協力してくれるようになった。 

・ＳＮＳ運用は、情報を一つ発信するにも労力が伴う。そこで、職員に全員が広報委員となり、タイムリー

な情報を定期的に発信できる仕組みをつくった。 

 

９ 今後の予定・構想 

・今後もＳＮＳ等を通じて優秀な人材の確保に繋げたい。そのために、常に市民にとって有意義な情報を発

信する。また、その成果としてＬＩＮＥ用スタンプで収益を獲得しているように、ＳＮＳでも収益を受け取

れるような時代をつくりたい。そうすることにより、行政と市民がより一層身近となり、火災件数も低下す

ると考える。 

 

１０ 他団体へのアドバイス 

・ＳＮＳ運用を継続することは簡単ではないですが、ＳＮＳを通して消防を身近 

に感じてもらい、防火意識を高めるだけでなく、採用面接時にも受験者から「Ｓ 

ＮＳ見ています。」の発言もあり、職員採用活動のツールにもなっています。市民の声 

を直接聞ける唯一無二の媒体です。是非チャレンジしてください。 

 

 

１１ 取組について記載したホームページ 

・取組について掲載しているＨＰがある場合には、ＵＲＬを記入してください。 

https://www.city.kurashiki.okayama.jp/fire119/ 

 


